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【国際特許分類】
   Ｆ２１Ｖ   8/00     (2006.01)
   Ｆ２１Ｖ  29/00     (2006.01)
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【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成26年4月24日(2014.4.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　感光性組成物を硬化させるための照明装置であって、
　電磁スペクトルの紫外光及び／又は可視光の領域内の光に対して実質的に透明である光
学式の集光部を含み、前記集光部は、棒を含むと共に長さ及び幅を有し、集光部の長さに
沿った入光領域、及び、集光部の長さに沿って入光領域から間隔を空けた位置にある光出
力領域を有し、
　それぞれ入光端及び光出力端を有する複数の導光部を含み、前記導光部の光出力端は、
集光部の長さに沿って入光領域に接しており、
　前記導光部の入光端に並置され、導光部の入光端に光を発することが可能である、複数
の発光ダイオードを含む照明装置。
【請求項２】
　発光ダイオードの近傍に設置され、発光ダイオードからの熱を集光部から熱伝導で取り
去ることが可能である１つ又は複数の放熱装置をさらに含む、請求項１に記載の照明装置
。
【請求項３】
　導光部が、円形、四角形、六角形又は長円形の断面を有する棒を含む、請求項１又は請
求項２に記載の照明装置。
【請求項４】
　集光部が、半円形の断面を有する棒を含む、請求項１～請求項３のいずれかに記載の照
明装置。
【請求項５】
　電磁スペクトルの紫外光及び／又は可視光の領域内の光に対して実質的に透明である第
２の集光部をさらに含み、前記第２の集光部は、棒を含むと共に長さ及び幅を有し、前記
第２の集光部は、集光部の長さに沿った入光領域、及び集光部の長さに沿って入光領域か
ら間隔を空けた位置にある光出力領域を有し、第２の集光部の入光領域がもう一つの集光
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部の光出力領域の長さに沿って位置するように、前記第２の集光部が設置された、請求項
１～請求項４のいずれかに記載の照明装置。
【請求項６】
　導光部が、広い円錐部及び狭い円錐部を有する先細の円錐状の断面を有し、広い円錐部
が、集光部の入光領域に接する導光部の光出力端にある、請求項１～請求項５のいずれか
にに記載の照明装置。
【請求項７】
ｉ）感光性組成物を硬化させるための照明装置であって、
　電磁スペクトルの紫外光及び／又は可視光の領域内の光に対して実質的に透明である光
学式の集光部を含み、
　前記集光部は、棒を含むと共に長さ及び幅を有し、集光部の長さに沿った入光領域、及
び、集光部の長さに沿って入光領域から間隔を空けた位置にある光出力領域を有し、
　それぞれ入光端及び光出力端を有する複数の導光部を含み、
　前記導光部の光出力端は、集光部の長さに沿って入光領域に接しており、
　前記導光部の入光端に並置され、導光部の入光端に光を発することが可能である、複数
の発光ダイオードを含む照明装置を用意すること、
ｉｉ）基材上に配置された感光性組成物を用意すること、次いで、
ｉｉｉ）電磁スペクトルの紫外光及び／又は可視光の領域内の光を、集光部の光出力領域
から感光性組成物に導くことにより、感光性組成物を露光させること、
を含む、感光性組成物の露光方法。
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